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１２

市
民
の
み
な
さ
ま
を

　
　
明
る
く
お
迎
え
し
ま
す

全国初！！
小野市いじめ等防止条例

可　決

12月定例会
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②

加

島

淳
議
員

・
歩
く
こ
と
に
つ
い
て

・
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て

藤

原

健
議
員

・
救
急
車
利
用
の
適
否
判
断
と
接
近
警
報

音
に
つ
い
て

・
小
野
市
民
病
院
小
児
科
の
拠
点
病
院
と

し
て
の
現
状
と
、
更
な
る
飛
躍
に
つ
い
て

・
児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム
の
運
営
の
現
状
に

つ
い
て

掘
井
算
満
議
員

・
上
田
三
四
二
記
念
、
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て

・
未
収
金
対
策
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
市
立
ひ
ま
わ
り
園
通
園
バ
ス
介
助
支
援

に
つ
い
て

・
ひ
と
り
親
家
族
に
対
す
る
支
援
策
に
つ

い
て

・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
充
実

に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

・
農
業
の
保
全
に
つ
い
て

井
上
日
吉
議
員

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小
野
市
を
構
築
す

る
た
め
に

藤
本
修
造
議
員

・
更
な
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
商
品
販
売
額
の
他
市
と
の
比
較
に
つ
い
て

・
市
政
懇
話
会
に
つ
い
て

鈴

垣

元
議
員

・
県
「
行
革
」
に
よ
る
市
政
へ
の
影
響
に

つ
い
て

・
「
小
野
い
じ
め
等
防
止
条
例
」（
案
）に

つ
い
て

・
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
つ
い
て

竹

内
　
修
議
員

・
議
案
第
76
号
小
野
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
（
企
業
債
償
還
金
の

具
体
的
内
容
）

・
議
案
第
77
号
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
（
企
業
債
償
還
金
の

具
体
的
内
容
）

・
議
案
第
78
号
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
（
企
業
債
償
還
金

の
具
体
的
内
容
）

・
議
案
第
79
号
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　

山
中
修
己
議
員

・
議
案
第
73
号
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
（
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト

推
進
事
業
費
１
７
０
万
６
千
円
の
具
体

的
内
容
ほ
か
）

・
議
案
第
79
号
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　

・
小
野
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

質
疑
発
言
者

（
一
般
質
問
・
質
疑
は
発
言
し
た

　
　
　
　
　
議
員
が
編
集
し
ま
し
た
）

ご意見をお待ちしています。
議会のメールアドレス：gikai@city.ono.hyogo. jp

第351回 12月市議会定例会

■市議会は、12月定例会を４日から20日までの17
日間開催しました。市長からは、議案第73号から
議案第78号までは、各会計補正予算、議案第79号
から議案第85号までは、条例の制定、議案第86号
は規約の変更、議案第87号は委員の選任、議案第
88号は委員の任命についての16議案が提出され、
いずれも原案どおり可決しました。また、９月市
議会定例会において、議案第58号から議案第62号
まで決算特別委員会に審査を付託し、閉会中の継
続審査とした議案５件は、委員長報告を行い、原
案のとおり認定しました。

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

市民のみなさま！議会傍聴にお越し
いただきありがとうございました。

3月定例会一般質問予定議員

・吉 田 成 宏 議員
・松 井 精 史 議員
・石　田　喜久男　議員
・河 島 信 行 議員
・藤 井 玉 夫 議員
・山 中 修 己 議員
・松 本 哲 昇 議員
・竹 内 　 修 議員
・鈴 垣 　 元 議員

一般質問は3月10日、11日におこ
なわれます。
ぜひ、傍聴にお越しいただき、議会
の活性化について、ご意見をお聞かせ
くださいますようお願いいたします。
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③

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
健
康
を
維
持
す
る
に
は
適
度
な
運

動
が
不
可
欠
。
手
軽
に
取
り
組
め
る
の
が

「
歩
く
」
こ
と
。
小
野
市
の
取
り
組
み
は
？

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

一
日
一
万
歩
運
動
」
は
、
５
、６
６
０
人

が
ウ
ォ
ー
カ
ー
宣
言
を
し
、
新
た
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
も
発
足
、
一
人
で
も
多
く

の
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
次
長
）

　
　
　
多
く
の
市
民
に
自
然
に
接
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整

備
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
こ
だ
ま

の
森
」
周
辺
を
、
平
成
22
年
度
に
は
粟
生

周
辺
の
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

（
地
域
振
興
部
長
）

　
　
　
中
高
齢
者
の
健
康
診
査
結
果
に
よ

り
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
該

当
者
や
そ
の
予
備
群
に
は
、
医
師
、
保
健

師
、
栄
養
士
等
に
よ
る
「
健
康
教
育
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
加
古
川
の
東
部
地
区
に
は
、
防

災
備
蓄
倉
庫
・
耐
震
性
貯
水
槽
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
古
川
の
西
部
地
区

（
河
合
・
来
住
）
に
も
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
　
　
県
の
防
災
計
画
の
見
直
し
が
あ
れ

ば
、
市
の
防
災
計
画
も
見
直
し
、
備
蓄
倉

庫
の
新
設
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
次
長
）

　
　
　
山
崎
断
層
帯
中
の
三
木
断
層
は
ど

の
あ
た
り
を
通
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
断
層
は
河
合
地
区
か
ら
小
野
地
区

そ
し
て
市
場
地
区
を
通
っ
て
い
ま
す
。

（
市
長
）

　
　
　

　
　
　
兵
庫
県
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
の

加
入
率
は
。

　
　
　
11
月
20
日
現
在
、
12
・
２
％
で
あ

り
ま
す
。
来
年
末
は
30
％
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
救
急
車
利
用
適
否
の
判
断
は
？

　
　
　
小
野
市
の
救
急
件
数
は
こ
の
10
年

で
約
１
・
５
倍
、
昨
年
は
１
、７
３
４
件

を
数
え
、
主
な
原
因
は
高
齢
化
に
伴
う
も

の
で
あ
り
全
国
的
な
傾
向
で
す
。
救
急
車

は
３
台
を
配
置
し
、
増
加
す
る
救
急
業
務

に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
中
に
は
救
急
車

を
必
要
と
し
な
い
搬
送
も
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
が
、
軽
症
患
者
と
い
え
ど
も
、
患
者

家
族
に
と
っ
て
症
状
と
病
名
、
処
置
に
つ

い
て
判
断
が
で
き
ず
、
電
話
を
受
け
る
消

防
と
し
て
も
画
一
的
な
対
応
を
と
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
消
防
長
）

　
　
　
救
急
車
の
接
近
を
も
っ
と
分
か
り

や
す
く
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
は
、
道
路

運
送
車
両
法
の
保
安
基
準
で
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
マ
イ
ク
で
知
ら
せ
た
り
、
ス

ト
ロ
ボ
ラ
イ
ト
を
使
っ
た
り
し
て
救
急
車

の
接
近
を
分
か
り
や
す
く
し
て
お
り
ま
す

が
、
交
通
事
情
の
変
化
等
に
よ
り
、
緊
急

走
行
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
く
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
の
低
下
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
広
報
等
で
運
転
マ

ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
す
。（

消
防
長
）

　
　
　
小
野
市
民
病
院
小
児
科
の
24
時
間
、

３
６
５
日
診
療
の
早
期
実
現
を
！

　
　
　
市
民
病
院
に
は
７
人
の
小
児
科
医

師
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
小
児
科
を
北
播

の
拠
点
病
院
と
し
て
、
24
時
間
、
３
６
５

日
、
い
つ
で
も
安
心
で
き
る
医
療
を
提
供

し
た
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
全
て

の
救
急
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
小
児
救
急
を
一
手
に
担

う
の
は
困
難
な
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き
、

医
師
確
保
や
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
　
　
　
　
　（
市
民
病
院
事
務
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

加

島

淳
議
員

新
生
ク
ラ
ブ

藤

原

健
議
員
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④

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

「
上
田
三
四
二
記
念

小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
」

　
　
　
上
田
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
と

遺
品
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
投
稿
者
の
作
品
の
展

示
保
存
管
理
に
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
と
、
短
歌
の
ま
ち
小
野
市
の
情

報
発
信
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
　
上
田
三
四
二
氏
の
２
２
、０
０
０

冊
に
及
ぶ
蔵
書
と
遺
品
、
投
稿
作
品
の
保

存
展
示
に
つ
い
て
は
、
市
立
図
書
館
、
好

古
館
に
大
切
に
保
存
し
、
毎
年
、
上
田
三

四
二
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
短
歌
に
久
し
む
市
民
に
応
え
る
た
め
に

も
、
格
調
の
高
い
全
国
一
の
短
歌
の
ま
ち

を
目
指
し
て
、
市
民
の
意
見
、
費
用
対
効

果
を
含
め
、
選
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
検
討

を
加
え
、
「
短
歌
の
ま
ち
小
野
市
」
を
発

信
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
教
育
次
長
）

未
収
金
、
不
納
欠
損
処
理

対
策
に
つ
い
て

　
　
　
現
在
、
地
方
自
治
体
は
未
収
金
の

回
収
に
格
段
の
努
力
を
重
ね
て
お
り
、
各

市
で
は
、
そ
の
徴
税
力
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
は
、
公
金
納
付
に
つ
い
て
、
市

民
の
利
便
性
を
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
不
納
欠
損
処
理
の
防
止

対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
で
は
、
口
座
振
替
が
全
体
の

７
割
を
占
め
、
残
り
は
窓
口
納
付
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
部
の
公
共
料
金
に
つ
い

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付

な
ど
多
面
な
納
付
窓
口
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
納
付
し
や
す
い
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
不
納
欠
損
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
発
生
原
因
が
破
産
、
倒
産
、
居
所
不
明

が
主
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
徴
収
体
制

の
強
化
に
加
え
、
早
期
の
法
的
措
置
を
進

め
る
と
と
も
に
、
時
効
防
止
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
収
入
役
）

新
生
ク
ラ
ブ

掘
井
算
満
議
員

市
立
ひ
ま
わ
り
園
通
園
バ
ス

介
助
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
現
在
、
通
園
バ
ス
で
の
介
助
は
保

護
者
に
て
当
番
制
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
介
助
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
乗
車
介
助
等
は
、
原
則
、
通
園
バ

ス
を
利
用
さ
れ
る
保
護
者
の
輪
番
制
で
、

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
15

名
の
方
が
、
１
月
当
た
り
１
・
５
回
程
度
、

朝
夕
の
バ
ス
運
行
に
付
き
添
い
、
１
日
、

５
時
間
以
上
の
乗
車
介
助
が
、
身
体
的
・

精
神
的
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と

の
ご
意
見
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

通
園
バ
ス
の
介
助
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
導
入
時
の
協
議
事
項
、
保
護
者
の
支

援
状
況
や
高
齢
化
、
ま
た
、
利
用
者
の
障

害
の
重
度
化
な
ど
を
整
理
し
、
保
護
者
に

と
っ
て
過
度
な
ご
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

今
後
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
員
に
対

す
る
研
修
等
の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
員
は
、

教
員
免
許
あ
る
い
は
保
育
士
資
格
を
取
得

し
て
い
ま
す
が
、
更
に
専
門
的
力
量
や
資

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
県
の
「
放

課
後
児
童
指
導
員
等
専
門
講
座
」
と
、
他

機
関
の
「
指
導
員
専
門
講
座
」
に
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
３
回
「
学
期
末

連
絡
・
反
省
会
」
を
開
催
し
、
現
場
の
状

況
把
握
や
自
己
研
鑽
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
歩
車
分
離
式
信
号
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
　
歩
車
分
離
式
信
号
機
は
、
車
両
と

歩
行
者
の
交
差
を
無
く
す
制
御
方
式
の
信

号
機
の
こ
と
で
現
在
の
と
こ
ろ
小
野
市
内

に
は
歩
車
分
離
式
信
号
機
は
設
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
歩
行
者
の
事
故
防
止
対
策
と

し
て
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ま

ず
は
通
常
の
信
号
機
の
新
設
要
望
を
社
警

察
署
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
長
）

公
明
党

川
名
善
三
議
員
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⑤

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

安
心
し
て
、
暮
ら
せ
る

　
　
小
野
市
を
構
築
す
る
た
め
に

妊
婦
の
検
診
に
つ
い
て

　
　
　
妊
婦
健
康
診
査
事
業
は
、
少
子
高

齢
化
社
会
解
消
の
一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
、
一

回
１
万
５
千
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
、
制
度
の

説
明
を
行
い
「
妊
娠
後
期
健
康
診
査
受
診

券
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
助
成
制
度
を
掲
載

し
、
周
知
に
努
め
ま
す
。（

市
民
福
祉
部
長
）

学
童
保
育
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
働
く
女
性
が
増
え
る
中
、
学
童
保

育
は
、
不
可
欠
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
施
設
が
狭
く
て
入
れ
な
い
児
童
も
い

ま
す
、
現
状
と
今
後
の
改
善
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
大
部
小
学
校
の
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
教
室
は
狭
い
た
め
に
、
今
後
、

ほ
か
の
部
屋
を
利
用
で
き
な
い
か
市
民
福

祉
部
と
協
議
し
、
良
好
な
環
境
で
学
童
保

育
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
教
育
長
）

医
療
用
廃
棄
物
の
回
収
に
つ
い
て

　
　
　
在
宅
医
療
が
増
え
、
家
庭
の
医
療

ゴ
ミ
で
収
集
作
業
員
が
肝
炎
な
ど
に
か
か

る
恐
れ
が
あ
り
、
医
療
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
在
宅
治
療
で
使
用
し
た
注
射
針
等

の
医
療
廃
棄
物
は
、
医
療
機
関
及
び
調
剤

薬
局
へ
返
却
し
て
頂
き
、
焼
却
処
理
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
在
宅
治
療
者
の
医
療

廃
棄
物
が
処
理
さ
れ
て
い
る
か
の
実
態
は

つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
在
宅
治
療
者
に
は
注
射
針
等
の
医
療
廃

棄
物
は
家
庭
ご
み
と
し
て
排
出
し
な
い
よ

う
広
報
、
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

井
上
日
吉
議
員

固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

　
　
　
土
地
評
価
額
が
年
々
下
落
し
て
い

ま
す
が
、
課
税
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
　
課
税
評
価
額
は
、
地
価
公
示
価
格

の
七
割
程
度
を
適
正
な
価
格
と
し
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
価
の
大
幅
な
下
落
・
上
昇
な

ど
の
変
動
に
は
税
負
担
の
平
準
化
の
た
め

に
、
負
担
調
整
措
置
等
を
設
け
調
整
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

　
　
　
償
却
資
産
（
リ
ー
ス
資
産
）
へ
の

課
税
に
対
す
る
確
認
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　　
　
　
リ
ー
ス
物
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
有
者
で
あ
る
リ
ー
ス
会
社
へ
の
課
税
と

な
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
１
２
５
社
、
取
得
価
格
１

３
４
億
円
と
な
り
ま
す
。
そ
の
課
税
額
は
、

約
７
、３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
課
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
申
告
書

等
の
申
告
内
容
を
調
査
し
、
現
地
調
査
及

び
申
告
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
ま
し
て
も
市
税
の
根
幹
と
な
る
土

地
・
家
屋
・
及
び
償
却
資
産
の
課
税
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
課
税
客
体
の
把
握
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　（
総
務
部
長
）

農
業
の
保
全
に
つ
い
て

　
　
　
耕
作
放
棄
農
地
が
多
く
な
り
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
対
策
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
市
内
の
農
振
農
用
地
は
約
２
、０

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
へ
の
対
策
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
」

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
国
の
政
策
で
あ

る
「
農
地･

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
」
に
て
、
遊
休
農
地
を
発
生
さ
せ
な
い

取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
振
興
部
長
）

市
民
ク
ラ
ブ

岡
嶋
正
昭
議
員
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⑥

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

更
な
る
安
全
安
心
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
現
在
社
警
察
署
に
提
出
さ
れ
て
い

る
要
望
及
び
信
号
機
な
ど
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
現
在
社
警
察
署
に
提
出
さ
れ
て
い

る
要
望
件
数
は
、
信
号
機
の
設
置
が
21
箇

所
、
一
時
停
止
が
17
箇
所
、
横
断
歩
道
が

32
箇
所
。

　
小
野
市
か
ら
の
要
望
件
数
は
信
号
機
が

17
箇
所
、
一
時
停
止
が
15
箇
所
、
横
断
歩

道
が
20
箇
所
。
社
警
察
署
管
内
で
の
平
成

16
年
か
ら
18
年
の
３
ヵ
年
の
設
置
数
は
、

信
号
機
が
０
箇
所
、
一
時
停
止
が
21
箇
所
、

横
断
歩
道
が
９
箇
所
。

　
小
野
市
で
の
平
成
16
年
か
ら
18
年
の

３
ヵ
年
の
設
置
数
は
、
信
号
機
が
０
箇
所
、

一
時
停
止
が
４
箇
所
、
横
断
歩
道
が
４
箇

所
。
平
成
19
年
度
の
小
野
市
に
お
け
る
設

置
数
は
、
11
月
末
現
在
で
信
号
機
・
一
時

停
止
・
横
断
歩
道
と
も
設
置
な
し
。
公
安

委
員
会
の
意
思
決
定
い
わ
ゆ
る
設
置
が
決

定
し
た
も
の
が
、
一
時
停
止
で
２
箇
所
、

横
断
歩
道
で
８
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
長
）

商
品
販
売
額
の
他
市
と
の
比
較
に
つ
い
て

　
　
　
今
後
の
小
野
市
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
小
野
市
は
７
５
９
億
円
、
西
脇
市

は
１
、０
１
９
億
円
、
三
木
市
は
２
、０
８

９
億
円（
平
成
16
年
度
商
業
統
計
調
査
）。

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
一
歩

ず
つ
着
実
に
、
そ
し
て
時
に
は
、
大
胆
に

対
応
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
今
後
行
政
と
し
て
商
業
活
性
化
が
図
れ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
誘
導
策
、
個
別
商
業

店
舗
が
張
り
付
く
環
境
整
備
、
道
路
計
画

と
都
市
計
画
に
よ
り
「
ま
ち
」
の
魅
力
を

創
出
し
、
民
間
の
進
出
を
誘
導
す
る
政
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

市
民
ク
ラ
ブ

藤
本
修
造
議
員

県
「
行
革
」
に
よ
る

　
　
　
市
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
兵
庫
県
は
、
財
政
指
標
が
都
道
府

県
で
ワ
ー
ス
ト
２
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
10
年
間
職
員
の
３
割
削
減
ほ
か
、
建
設

事
業
費
の
削
減
、
事
務
事
業
費
の
見
直
し
、

補
助
金
カ
ッ
ト
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。
市

政
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
県
行
革
プ
ラ
ン
案
で
は
、
今
後
10

年
間
で
１
兆
１
、５
１
０
億
円
の
削
減
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
市
に
直
接
影
響
す
る

主
な
も
の
は
、
自
治
振
興
事
業
補
助
金
の

廃
止
、
ト
ラ
イ
や
る
ウ
イ
ー
ク
事
業
、
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
配
置
事
業
の
負
担

割
合
の
変
更
等
で
す
。
住
民
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
は
、
老
人
医
療
費
助
成
事
業
・

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
支
給
基
準
見
直
し

な
ど
で
、
市
予
算
へ
の
影
響
額
は
約
１
億

円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
　
　（
副
市
長
）

　
　
　
県
行
革
案
に
対
し
、
県
下
の
多
く

の
市
町
は
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
小
野
市
は
ど
う
し

た
か
。

　
　
　
市
長
会
と
知
事
の
懇
談
会
の
席
上

①
行
革
に
至
っ
た
経
緯
、
具
体
的
内
容
な

ど
県
民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

②
県
民
負
担
増
加
に
つ
な
が
る
見
直
し
は

再
考
す
る
こ
と
。
③
教
職
員
配
置
・
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
継
続
拡
充
等
が

要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
野
市
独
自
で
は
、
「
県
は
腹
を
く

く
っ
て
改
革
を
進
め
ら
れ
る
べ
き
だ
。
改

革
を
自
ら
が
県
民
に
説
明
を
行
い
、
成
果

を
見
え
る
形
で
公
開
す
べ
き
で
あ
る
」
と

申
し
上
げ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
小
学
校
六
年
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
は
、
市
単
で
も
継
続
す
る
と
し
て
い
る

が
、
他
の
事
業
、
特
に
福
祉
関
係
事
業
は

ど
う
か
。

　
　
　
市
の
基
本
は
、
福
祉
行
政
の
推
進

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
努
力
す
る
の
が
私

の
仕
事
。
ま
だ
中
身
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、

も
う
少
し
推
移
を
見
守
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

日
本
共
産
党

鈴

垣

元
議
員
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⑦

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

議

案案

疑

質

疑

議

案案

疑

質

疑

企
業
債
償
還
金
に
つ
い
て

　
　
　
企
業
債
償
還
金
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
「
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
制
度
」

に
よ
り
行
財
政
改
革
を
進
め
る
自
治
体
が

既
往
の
高
金
利
の
地
方
債
を
繰
り
上
げ
返

済
で
き
る
事
に
な
り
低
金
利
の
も
の
へ
の

借
り
換
え
や
減
債
基
金
積
立
金（
借
入
金

の
返
済
増
加
等
に
備
え
る
基
金
）を
充
当

し
て
繰
り
上
げ
返
済
し
て
金
利
負
担
を
軽

減
、
支
出
削
減
を
図
り
ま
す
。

◎
病
院
事
業
、
施
設
整
備
分
の
借
入
残
高
、

９
億
２
、
３
８
５
万
円
の
借
換
で
約
１
億

９
千
万
円
軽
減
。

◎
水
道
事
業
、
浄
水
施
設
等
整
備
分
の
借

入
残
高
、
９
千
４
１
２
万
５
千
円
の
繰
上

げ
返
済（
減
債
基
金
積
立
金
充
当
）で
約
１

千
７
０
０
万
円
軽
減
。
　

◎
下
水
道
事
業
、
下
水
道
整
備
の
借
入
残

高
、
７
億
４
千
６
５
０
万
円
の
借
換
で
約

１
億
７
千
万
円
軽
減
。（

企
業
会
計
各
部
長
）

小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
に
よ

る
効
果
と
そ
れ
に
よ
り
小
野
市
を
ど
う
導

く
の
か
。

　
　
　
全
国
初
の
本
条
例
は
、
い
じ
め
等

の
問
題
に
対
す
る
市
民
意
識
を
高
め
、
い

じ
め
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の

防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
や
企
業
な
ど
と
連
携
し
地

域
ぐ
る
み
で
防
止
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
情
報
の
早
期
収
集
が
で
き
状
況
把
握
が

で
き
や
す
く
な
り
重
大
な
問
題
に
至
る
前

に
対
応
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
い
じ
め
等
の

防
止
に
取
組
む
固
い
決
意
を
示
し
、
市
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
め
ら
れ
、

支
え
合
い
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
に
さ
れ

る
社
会
「
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
」
の

創
造
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
　（
市
長
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
整
備
事
業
２
、

４
６
０
万
円
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
平
成
21
年
度
に
「
食
と
健
康
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
「
第
18
回
全
国
ハ
ー
ブ

サ
ミ
ッ
ト
小
野
大
会
」
を
ひ
ま
わ
り
の
丘

公
園
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
大
会
に
備
え
、
大
規
模
な
改

修
を
考
え
て
お
り
、
国
庫
補
助
事
業
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
整
備

を
行
い
ま
す
。
工
事
費
、
事
務
費
及
び
測

量
経
費
を
補
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
地
域
振
興
部
長
）

　
　
　
女
性
消
防
隊
推
進
事
業
百
万
円
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
の
「
女

性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、

Ｄ
│
１
級
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
他
の

購
入
費
用
で
す
。
育
ヶ
丘
女
性
消
防
隊
に

対
し
、
配
備
し
ま
す
。
　
　
　（
消
防
長
）

　
　
　
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
の
制

定
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
の
小

野
市
の
基
本
的
な
と
ら
え
方
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
が
と
ら
え
て
い
る
「
い
じ

め
」
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
い
じ
め
と
い

う
狭
義
の
い
じ
め
で
は
な
く
、
学
校
で
の

い
じ
め
、
地
域
で
の
い
じ
め
、
家
庭
や
施

設
等
で
の
虐
待
、
家
庭
等
で
の
Ｄ
Ｖ
、
職

場
等
で
の
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

の
「
あ
ら
ゆ
る
い
じ
め
」
と
い
う
広
義
の

い
じ
め
で
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
は
人
が
人

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
妨
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
の
根
源
で
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
全
て
の
市
民
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
こ
の
条
例
の
制
定
を
め
ざ
し

た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

公
明
党

竹

内

修
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

山
中
修
己
議
員
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　12月定例会提出議案の審査
付託について、18日、総務文教、
民生保健、地域振興各常任委員
会を開催しました。審査付託議
案は、議案第73号から第86号
までの計14件、及び、請願第
１号から第４号までの計４件で
あり、議案は市当局から詳しく
説明を受けるとともに、請願に
ついては、紹介議員からの内容
説明を受け、議案及び請願につ
いて慎重に審査をいたしました。

開かれた議会と活性化をめざす取り組み
　市議会の各会派では、市民のみなさま方に開かれた議会活動と議会の活性化に取り組んでい

ます。議会活動のひとつとしまして、新生クラブ（井上日吉幹事長）、市民クラブ（藤本修造幹

事長）、公明党（川名善三幹事長）の３会派は、議会のホームページにリンクして会派のホーム

ページを公開いたしております。ご覧いただき、ご意見をお寄せくださいますようよろしくお

願いいたします。（新生クラブ掲示板 http://ono-shinsei-club.sakura.ne.jp/keijiban/shinseiclub.cgi）

（市民クラブは議会のメールアドレスへ）（公明党は公明党ホームページからメールができます）

総務文教常任委員会付託議案

・議案第73号　平成19年度小野市一般会計補正予算

・議案第80号　小野市長の選挙運動用ビラの作成の公営に

関する条例の制定について

・議案第81号　小野市職員の育児休業等に関する条例及び

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・議案第82号　議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について

・議案第83号　特別職の職員で常勤のものの給与に関する

条例の一部を改正する条例の制定について

・議案第84号　一般職の職員の給与に関する条例及び小野

市一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
掘
井
算
満
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
６
件
の
議
案
の

う
ち
議
案
第
81
号
小
野
市
職
員
の
育
児

休
業
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の

審
査
で
は
、
「
職
員
が
育
児
休
業
を
取

得
す
る
場
合
、
そ
の
職
場
の
事
務
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
ぬ

よ
う
、
人
事
配
置
に
つ
い
て
は
配
慮

さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
議
案
第
82
号
・
議
案
第

83
号
に
つ
い
て
反
対
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ

き
と
決
ま
り
ま
し
た
。
残
り
の
４
議

案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

いじめ問題に取り組むヒューマンライフグループ

審査報告審査報告審査報告
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お子さまをお預かりします　３月１０日（月）、１１日（火）
３月定例議会にも「託児コーナー」を開設しています。質疑・一般質問がおこなわ

れる３月10日（月）、11日（火）の２日間で、いずれも10時から正午までの２時間です。

　１歳から就学前までのお子さまの保護者の方が対象です。ご希望の方は、３月３

日までに、議会事務局へお電話（電話番号63－1006）でお申し込みください。

託児のお世話をしていただくのは、託児ボランティアグループ・小野託児サークル
「このゆびと～まれ♪」のメンバーのみなさまです。
（当日、託児の受付はできません。あらかじめお申し込みくださいますようお願いします）

◎託児コーナー◎

民生保健常任委員会付託議案

・議案第74号　平成19年度小野市国民健康保険

特別会計補正予算

・議案第75号　平成19年度小野市介護保険特別

会計補正予算

・議案第76号　平成19年度小野市病院事業会計

補正予算

・議案第77号　平成19年度小野市水道事業会計

補正予算

・議案第78号　平成19年度小野市下水道事業会

計補正予算

・議案第79号　小野市いじめ等防止条例の制定

について

・議案第86号　播磨内医務事業組合規約の一部

変更について

・請願１号　　悪質商法被害を助長するクレ

ジットの被害を防止するための

割賦販売法の抜本的改正に関す

る請願書

・請願２号　　保険でよい歯科医療の実現を求

める意見書採択を求める請願

・請願３号　　医療費の総枠拡大を求める請願

・請願４号　　兵庫青野原病院結核病棟の存続

と充実・強化についての請願　

地域振興常任委員会付託議案

・議案第73号　平成19年度小野市一般会計

補正予算

・議案第85号　小野市公園の設置及び管理

に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

○
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
加
島
　
淳
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
11

件
の
議
案
の
う
ち
、
議
案
第
79
号
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
『
全
国
に
先
駆
け
た
、
小
野
市
い

じ
め
等
防
止
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
野
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
の
中
で
、
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
「
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
」
の
実
現
を
め
ざ
す

よ
う
、
議
員
も
市
民
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
根
絶
に
向
け
て
行
動

し
て
い
く
』
と
全
委
員
が
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
７
件

と
請
願
４
件
に
つ
い
て
、
反
対
討
論
は
な
く
、
可
決
・
採
択
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
藤
原
　
健
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
２

件
の
議
案
の
審
査
で
は
、
反
対
討
論
は
な
く
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

常任委員会常任委員会常任委員会
●総務文教
●民生保健
●地域振興

●総務文教
●民生保健
●地域振興
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「
小
野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
」
は
、

12
月
定
例
本
会
議
の
第
１
日
目
、
12
月
４

日
、
市
長
か
ら
議
会
に
対
し
て
提
案
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
に
人
権
教
育
の
再
構
築
と
専

門
組
織
の
創
設
を
決
断
し
、
行
政
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て
新
た
に
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
を
創
設
。

　
い
じ
め
、
児
童
・
高
齢
者
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
い
じ
め
に
関

す
る
情
報
を
一
元
管
理
し
、
迅
速
に
対
応

す
る
新
た
な
組
織
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組

織
化
の
根
底
に
は
、
「
い
じ
め
こ
そ
、
人

権
侵
害
の
最
大
の
根
源
で
あ
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
い
じ
め
に
焦
点
を
当
て
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う
と
い
う
考

え
方
で
あ
り
、
ま
た
、
い
じ
め
問
題
の
全

国
的
な
多
発
を
受
け
、
「
後
手
か
ら
先
手

管
理
」
に
よ
る
い
じ
め
等
防
止
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
撲
滅
に
は
、
教
師
や
保
護
者
だ

け
で
な
く
、
市
民
も
含
め
た
い
じ
め
に
対

す
る
意
識
の
改
革
、
ま
た
、
社
会
全
体
の

い
じ
め
を
な
く
そ
う
と
い
う
意
識
の
盛
り

上
が
り
が
な
く
て
は
、
で
き
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
行
政
、
市
民
、
企
業
が
連
携

し
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
い
じ
め
問
題
に

取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
条
例
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
だ
け
で
な
く
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
に
お
け
る
、

あ
ら
ゆ
る
い
じ
め
を
網
羅
し
た
こ
と
。

②
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
、
家
庭
、
学

校
、
社
会
福
祉
施
設
、
企
業
、
公
的
機

関
、
地
域
社
会
の
責
任
と
役
割
を
明
記

し
た
こ
と
。

③
市
民
会
議
を
設
置
し
、
市
民
運
動
と
し

て
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
。

④
市
役
所
内
の
関
係
部
署
や
関
係
機
関
と

の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る

こ
と
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
、（
仮
）い
じ
め
等
追

放
都
市
宣
言
を
行
い
、
市
民
会
議
へ
の
諮

問
を
経
て
具
体
的
な
行
動
指
針
を
決
定
す

る
な
ど
、
市
民
等
の
協
力
を
得
て
、
総
力

を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小野市いじめ等防止条例　前文

　すべて人は、かけがえのないひとりの人間として互いに尊重され

なければなりません。小野市では、市民憲章や差別を許さない明る

い都市宣言の下、あらゆる人権課題の解決に向け、積極的な施策を

展開しています。しかし今日、物質的には豊かな生活の中で、心の

荒廃やいじめ等の問題が家庭、学校、企業、地域社会などあらゆる

生活環境において、憂慮される事態となっています。

　いじめ等は、基本的人権を脅かす行為です。この問題の背景には、

家庭、学校、企業、地域社会などのそれぞれの要因が複雑に絡み合

った根深いものがあり、根本的な問題解決のためにはこれらすべて

の関係者の協力が不可欠です。 

　小野市では、いじめこそあらゆる人権侵害の根源であると捉え、

学校におけるいじめだけではなく、家庭、企業、地域社会などでの

虐待、ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメン

トなどの問題を解決することが、人権侵害そのものの解決につなが

るとの認識から、いじめ等を絶対に許さないという断固たる姿勢で、

すべての市民の総意の下、その防止に取り組みます。

　ここに私たちは、いじめ等のない明るく住みよい社会づくりを目

指し、市民が様々な地域活動の中で築いてきた活力や学校における

充実した教育力を基盤に、それらの力を結集していじめ等を防止す

るため、この条例を制定します。

全国のいじめ件数124,898件、前年の6.2倍に

問題意識を高め
いじめ、虐待防止を！
問題意識を高め
いじめ、虐待防止を！
問題意識を高め
いじめ、虐待防止を！
問題意識を高め
いじめ、虐待防止を！
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市
長
か
ら
、
小
野
市
い

じ
め
等
防
止
条
例
の
提
案

理
由
の
説
明
を
受
け
、
市

議
会
は
、
定
例
本
会
議
、

第
３
日
目
の
12
月
14
日
に
、

い
じ
め
等
防
止
条
例
に
関

す
る
所
管
の
民
生
保
健
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
詳

し
く
審
査
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
民
生
保
健

常
任
委
員
会
審
査
は
、
９

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
）

　
常
任
委
員
会
の
審
査
の

結
果
、
定
例
本
会
議
、
第

４
日
目
の
12
月
20
日
に
、

民
生
保
健
常
任
委
員
会
委

員
長
の
審
査
報
告
が
あ
り
、

提
出
議
案
に
対
す
る
討
論

（
討
論
順
に
概
要
を
下
記

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
そ

し
て
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
17
議
員
中
、
賛
成
16
、

反
対
１
で
あ
り
、
原
案
の

通
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

反対討論　鈴 垣 　 元 議員（日本共産党）

　いじめや人権侵害のない明るい社会は誰もが願うことであり、市のいじめ解消に向けた

熱い思いは評価しますが、次の点で同意できません。

　①いじめが多発する社会の根源に、労働法制改悪等による貧困層の増加、家庭崩壊させ

る社会環境、受験競争を煽り選別教育を強めてきた教育行政等があり、国の責任の明記が

必要なこと。②条例化によって成果が求められるようになり、過度な「いじめ掘り起こし

等」による摩擦、いじめの陰湿化が危惧されること。③罰則はないものの、情報提供や通

報の義務が課せられ、市民などへの強制とも受け取れかねないこと。以上、いじめの問題

は、市民の良識と社会常識に基づいて取り組む課題であり、住民主導のまちづくりの中で

実現すべきであり、行政は支援に徹するべきと考えます。

賛成討論　井 上 日 吉 議員（新生クラブ）

　いじめ等防止条例の文章表現については、小野市からいじめ等を防止するのだ！という

強い決意が読み取れます。全国へ発信され、多くの専門家の評価にもさらされ、また、諮

問機関の役割を持つ市民会議にも諮られ、この条例が民意を反映したより良いものになっ

ていくと思われます。誕生しようとしている条例を育てあげることが大事ではないかと考

え、小野市から発信できることを誇りとして議員全員賛同のもとで世に送り出したいと願

っております。これからも曲折が予想されますが、内容が、さらに充実するよう、また、

いじめ問題が一刻もはやくなくなるよう願っております。

賛成討論　藤 本 修 造 議員（市民クラブ）

　いじめ等防止条例の提出議案に対して、反対討論が行われること事態が理解できません。

条例の前文にいじめ等を絶対に許さないという断固たる姿勢で、すべての市民の総意の下、

その防止に取り組みます。との強い姿勢が貫かれております。この種の条例は官主導でな

ければ制定できません。これから論議されるであろうと思われる条例の不備は精査し、検

討を加え、時間をかけて成果を追求すべきであります。自ら尊い生命を断ち切る事案を防

止し、他人を思いやる心を育て、市民が共通の認識をもち義務を果たしてこそ地域社会が

成り立っていくのであります。この条例を全国に発信し、小野市の挑戦し続ける姿を発信

すべきと信じております。

賛成討論　川 名 善 三 議員（公明党）

　平成18年度で認知のいじめ件数は、全国で124,898件で前年比6.2倍と発表されました。

小野市いじめ等防止条例は、いじめ問題が起きてから対応するのではなく、起きる前に防

止する後手から先手管理の理念により、市民の意識を高めること、また、地域ぐるみの活

動を広げ、早期情報収集と早期の対応ができること、そして、内外にいじめ防止に取り組

む強い決意を示し、市民意識の変革をめざすこと、があげられます。いじめ問題の解消は、

行政だけでできるものではなく、地域や家庭、企業も含めた意識改革と具体的対応が不可

欠であります。まずは行政が条例制定という強い意思表示を行い、問題解決への具体策へ

と発展していくものであります。いじめのない明るい住みよい小野市となることを期待し

ます。
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●今期市議会で可決された主な議案●
市長提出議案　
・平成19年度小野市一般会計補正予算（第３号）
○ひまわりの丘公園整備事業　　　　2,460万円
○全国ハーブサミット開催準備経費　 170万円
○育ヶ丘女性消防隊の資機材等整備費　100万円
○あお陶遊館アルテの開館準備経費　 380万円
・小野市いじめ等防止条例の制定について

（反対・賛成討論あり）
・小野市長の選挙における選挙運動用ビラの作
成の公営に関する条例の制定について

・小野市職員の育児休業等に関する条例及び職
員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

（反対討論あり）
・特別職の職員で常勤のものの給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

（反対討論あり）
・一般職の職員の給与に関する条例及び小野市
一般職員の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

・小野市公園の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

・播磨内陸医務事業組合規約の一部変更について
・小野市固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて　　　

・小野市教育委員会委員の任命について
選挙
・小野市選挙管理委員及び同補充員選挙について
請願書
・割賦販売法の抜本的改正に関する意見書
・保険でよい歯科医療の実現を求める意見書
・医療費の総枠拡大に関する意見書
・兵庫青野原病院の結核病棟を存続し充実した
病院を求める意見書

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３-１００６　FAX.６３-４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp

■３月定例会も託児コーナーを開設します。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

【１１月】
６日　地域振興常任委員研修会
８日　静岡県島田市議会視察受け入れ
９日　議員協議会
12日～13日

新生クラブ行政視察（鶴岡市・湯沢市）
19日～20日

議会運営委員会行政視察（松山市）
21日　福井県勝山市議会視察受け入れ
　　　兵庫県市町村職員退職手当組合議会
　　　市民クラブ研修会
27日　議会運営委員会・議員協議会
　　　総務文教常任委員研修会
29日　北播衛生事務組合議会・北播政経懇話会
30日　市民クラブ研修会
【１２月】
４日　本会議（第１日）
５日　小野加東広域事務組合議会
６日　北播衛生事務組合監査
　　　播磨内陸医務事業組合監査
13日　本会議（第２日）
　　　議会運営委員会・議会報編集委員会
14日　本会議（第３日）
18日　総務文教・民生保健･地域振興常任委員会
20日　本会議（第４日）
　　　議員研修会
【１月】
10日　議会報編集委員会
11日　東播淡路市議会議長会事務局長会
15日　総務文教常任委員研修会
16日　民生保健常任委員研修会
18日　東播淡路市議会議長会定例会
22日　静岡県富士市議会視察受け入れ
23日　地域振興常任委員研修会
24日　北播政経懇話会新春特別例会
28日　山梨県甲州市議会視察受け入れ

◎議会の動き◎

　市議会は、１月15日、市長の要請により臨時
会を開催いたしました。市の提出議案は、議案
第１号平成19年度小野市一般会計補正予算、議
案第２号土地の取得についての２件です。
　内容は、浄谷、黒川町にかかる山林など面積
約100ヘクタールを、ＫＤＤＩ株式会社から金
額約５億５千万円で購入しようとするもので、
用地は文教ゾーン、スポーツゾーン、レクリ
エーションゾーンなどを計画し、将来市民に夢
を与える用地として活用いたします。提出の２
議案については、全会一致で可決いたしました。

第352回 臨時会開催第352回 臨時会開催第352回 臨時会開催


